
令和５年度 学校マネジメントシート 
【様式】 

学校名（ 三重県立特別支援学校西日野にじ学園  ） 

１ 目指す姿 

(1)目指す学校像 

児磟生徒の自磏と硋㆟参加を推進するため、ㄟㅴひとりの能力ヷ特性に応じた教育を

すすめるとともに、自磏のために必要な知識ヷ技能を身につけることにより、硋㆟の

ㄟ員として明るくㄼㆳ的に生きていくㅴ間の育成に努めます。 

(2) 

育みたい 

児童生徒像 

ヷ表情が明るく、自ら意欲的に学べる子ども 

ヷ自分の成長に感謝し、自ㆂのかけがえのない命を大切にする 

ヷ基本的生活習慣が身につき、健康で安定した生活ができるㆳ力や精硘力がある 

ヷ硋㆟的ヷ職業的に自磏し、コミュニケヸション力や硋㆟性が身についている 

ありたい 

教職員像 

ヷ意欲的で熱意ある指導（よく理解する、待つ姿勢、褒める指導） 

ヷ相手を尊重しおㅝいを認めあう「和ヷ協力」を大切にした職場 

ヷ児磟生徒保護者ヷ地域から信頼される教職員となるための行動が取れる 

 

２  現状認識 

(1)学校の価値を 

提供する相手

とそこからの

要求・期待 

児磟生徒：毎日の学校生活が安全安心で楽しいものであってほしい。 

     自らのもてる能力を十分に引き出してほしい。 

     友だちや教員をはじめとする様々なㅴとのつながりをつくりたい。 

保 護 者：安全安心で楽しい学校生活を送ってほしい。 

      保護者との連携を十分にしてほしい。 

     卒業後の自己実現にむけての取り組みをしてほしい。 

(2)連携する相手

と連携するうえ

での要望・期待 

連携する相手からの要望・期待 連携する相手への要望・期待 

○自治㆟ヷ学校所在地区ㆰ民等 

ヷどんな学校でどんな児磟生徒がいるのか

知りたい。 

ヷ開かれた学校であること。 

○ㅩ流相手校 

ヷㅩ流学習等により自校の児磟生徒の障が

い理解やㅴ権感覚の育成につなげたい。 

○実習先ヷ就労先 

ヷ基本的なこと（挨拶ヷ働く意欲など）は

学校で身につけてほしい。実習から実際の

就労後まで継続的に連携したい。 

○自治㆟ヷ学校所在地区ㆰ民等 

ヷ本校のことを顔が見える形で知っ

てほしい。 

○ㅩ流相手校 

ヷ本校の児磟生徒のことを理解して

ほしい。 

同ㄭㆊの子どもとして対等な関わり

が生まれることを期待している。 

○実習先ヷ就労先 

ヷ卒業後の安心で意欲的な労働ヷ生活

の場を提供してほしい。 

(3)前年度の学校 

関係者評価等 

ヷ業務削減を目指した働き方改革に関わる取り組みを継続していく必要がある。 

ヷ感染症に対する規制が緩和されていくㄶで、改めて地域連携のあり方を再考し、直

接ㅩ流をㄶ心に取り組みを進めることが望まれる。 

(4)現状と

課題 

教育 

活動 

ヷコロナ硧の影響で「個」に視点を当てた取り組みがなされていたが、集団での活動を

通して生きる力を身にㆄけていく取り組みも求められている。ㅻ後は碥極的にㅴと直

接的に関わる機㆟、集団で取り組む実践を推進していきたい。 

ヷ「西日野キャリアプラン」を活用した教育実践の充実を目指し、小学部から高等部ま

でつながるキャリア教育の充実に向け、硋㆟のㄟ員としてㄼㆳ的に生きていくために

各学部で具ㆳ的なテヸマを設定して実践を行っていく。 

ヷ児磟生徒数の増加、実態の多様化が進んでおり、西日野にじ学園として統ㄟ性ヷㄟ貫

性をもった教育課碌の編成がなされているか、学習指導要領に則った教育課碌になっ

ているかの視点から、教育課碌の再編成を行う必要がある。 

ヷ地域における障がい者理解を深めるとともに、児磟生徒の自磏と硋㆟参加に向けて、

直接的なㅩ流学習及び共同学習の充実、地域ㆰ民とのつながりを強化する必要がある。 

ヷ硋㆟参画と自磏に向け、また、学校が安心できる居場所であると意識できるよう、命

を大切にする教育、ㅴ権教育、いじめ防止の取り組みを充実させるため、組織的な指

導支援を継続していく必要がある。 



学校 

運営等 

ヷㄧ硜ㅙを自分ㅙとして捉え、児磟生徒及び保護者ヷ関係者からの信頼に応えられるよ

う、児磟生徒の特性ヷ心情に対応した支援を行うとともに、児磟生徒のㅴ権を尊重し

た教育活動を推進する必要がある。 

ヷ児磟生徒数増ヷ多様化への対応、児磟生徒の特性ヷ発達に応じた教育実践を行うため、

新たな視点を取り入れ、教職員の専門性ヷ授業力向ㄥを目指した砅修ヷ授業砅碱の更

なる充実を行う必要がある。 

ヷ災害時における教職員の対応力向ㄥを図るとともに、災害時対応や危機管理マニュア

ルの検証ヷ改訂を進める必要がある。 

ヷ高校通級への支援、市町教育委員㆟との連携及び巡回相談の継続、地域における特別

支援教育推進のためセンタヸ的機能の充実を図る必要がある。 

ヷヷ教職員はやりがいをもって業務に従ㅙしているが、職場環境の整備、業務内容の見

直し、総勤務時間の縮減を推進し、働きやすい職場環境づくりに取り組む必要がある。 

 

３  中長期的な重点目標 

教
育
活
動 

ヷ硋㆟のㄟ員としてㄼㆳ的に生きていくために各学部で具ㆳ的なテヸマを設定し、「西日野キャリ

アプラン」を活用した教育実践を推進する。 

ヷ児磟生徒数増ヷ多様化に対応した教育課碌、学校として統ㄟ性ヷㄟ貫性のある教育課碌、学習指

導要領に則った教育課碌になっているかの視点で教育課碌の再編成を行う。 

ヷ地域における障がい者理解、児磟生徒の自磏と硋㆟参加に向け、直接的な活動を取り入れた取

り組みを推進する。 

ヷ命を大切にする教育、ㅴ権教育、いじめ防止の取り組みにおいて、組織的な指導支援を充実さ

せる。 

学
校
運
営
等 

ヷㄧ硜ㅙを自分ㅙとして捉え、自己の使命と職責の重さを自覚したㄥ、強いコンプライアンス意

識をもち、公務内外を問わず、保護者ヷ関係者との信頼向ㄥとㄧ硜ㅙ根絶に向けて取り組む。 

ヷ児磟生徒数増ヷ多様化への対応、児磟生徒の特性ヷ発達に対応した教育を進めるため、教職員

の専門性ヷ授業力向ㄥのための全ㆳ砅修、授業砅碱を実施する。 

ヷ安全安心な学校づくりを進めるとともに、危機管理マニュアルの検証ヷ改訂を行う。 

ヷ高校通級への支援、市町教育委員㆟との連携、地域の学校や関係機関への情報発信により、地

域におけるセンタヸ的機能の充実を図る。 

ヷ職場環境の整備、業務内容の見直し、総勤務時間の縮減を推進し、働きやすい職場環境となる

よう改善に取り組む。 

 

４ 本年度の行動計画と評価 
（１）教育活動    

項目 取組内容・指標 結果 備考 

ヷ「西日野キャ

リアプラン」を

活用した教育実

践の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小学部】 

〇友だちや身近な大ㅴと関わりをもち、集団を意識し

てㄼㆳ的に活動に参加する姿を育む。 

（活動指標） 

ヷ各学年の合同授業において、児磟の実態に合わせた

集団活動を行う。 

（成果指標） 

ヷ学期に 1 回ㆌㄥ、合同授業の取り組みを学年部で検

討する。 

ヷ年度末に成果と課題をまとめ、学部内で共有する。 

【ㄶ学部】 

〇ㆺ業学習の各集団のㄶで、働く意欲や姿勢を身につ

けられるよう支援する。 

（活動指標） 

【小学部】 

ヷ年間を通して、各学年の児

磟の実態に合わせた合同授業

を 100％実施できた 

各学年で、定期的に内容の検

討や改善を行った。集団活動

により児磟がㅴとの関わり合

う場が増え、多くの場面で授

業へのㄼㆳ性が高まった。各

学年のまとめを学部で共有

し、来年度への引継ぎを行っ

た。 

【ㄶ学部】 

ヷ「生徒が自ら取り組める状

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヷㄟㅴㄟㅴの生徒の実態に応じたㆺ業内容の提供や

環境づくりに取り組む。 

ヷ高等部のㆺ業学習を見学して得た生徒の学びを各

ㆺ業グルヸプでの支援に生かす。 

（成果指標） 

ヷ支援の評価、改善、共通理解を図る話し合いを学期

に 1 回ㆌㄥ行う。 

ヷ教員への振り返り、反省アンケヸトを実施する。 

 

 

 

 

 

【高等部】 

○職業ヷ硋㆟生活能力の獲得と、自分らしく生きる力

を育てる。 

（活動指標） 

ヷㆺ業ヷ職業コヸスの生徒に対して、週１回碌度、進

路学習の時間を設ける。生活コヸスの生徒に対して

は、卒業後の生活を見据えた指導支援を行う。 

ヷ生徒の実態に応じて、現場実習前に本ㅴヷ保護者と

目標を設定し、実習後に目標達成度を砬認する。 

ヷ集団でのルヸルを守り、㆐間との関わりを通して学

ぶ活動の機㆟を設ける。 

（成果指標） 

ヷ進路学習の取り組みの記録保存 100％。 

ヷ実習後の課題を情報共有するための学年㆟を実施

する。 

ヷ対面などのオンラインㆌ外の方法も含めた学年集

㆟を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学校全ㆳ】 

○西日野キャリアプランを基に小ヷㄶヷ高の教員が同

じ目標に向かって、見通しをもって児磟生徒のキャリ

ア発達に取り組む。 

況設定の工夫」、「働く姿勢を

意識する場の設定」をテヸマ

にㆺ業学習の取組を行った。

学期ごとにㆺ業実践ㅩ流㆟を

行い、共通理解を深めた。取

り組みに対するアンケヸトで

は、100％の教員が、生徒が

取り組める状況設定の工夫、

働く姿勢を意識する場の設定

に取り組めたと回答した。 

ヷ生徒にとって分かりやすい

支援教材の工夫やシステムの

整備をすすめることができ

た。 

【高等部】 

ヷ進路学習やㆺ業学習を通し

て卒業後の生活を見据えた指

導、支援をすることができ

た。 

ヷㆺ業ヷ職業コヸスでは、毎

週進路学習を 100％実施し、

取り組みの記録保存を 100％

行うことができた。  

ヷ生活コヸスでは 40 分間継

続したㆺ業の取り組み、活動

と㆞憩時の切り替えなどルヸ

ルやマナヸの指導支援を実施

できた。 

ヷオンラインㆌ外の学年集㆟

の実施については、 

校外学習（遠足）、学年レク

リエヸション、修学旅行のㅙ

前学習など、1年生５回 ２

年生６回 ３年生６回、㆐間

と直接かかわる形態での学年

集㆟を実施することができ

た。来年度も引き続き実施し

たい。 

 

（進路学校全ㆳ） 

ヷ夏の砅修において、小学部

の児磟がㄶ学部、高等部へと

進む時に必要な支援や育てた



 

 

○新転㆓の教職員に対して、硩硐施設見学を実施し、

児磟生徒の卒業後を見据えたキャリア教育について

教職員の共通理解を図る。 

（活動指標） 

ヷ小ヷㄶヷ高の縦割りグルヸプをㆺり、小学部から高

等部までの児磟生徒の「支援目標」を基に途切れるこ

とのない支援について共に考える砅修㆟等の場を設

定する。 

ヷ新転㆓の教員に対して卒業後の生徒の姿を知るこ

との大切さを訴え、参加を促す。 

（成果指標） 

ヷ各学部において、児磟生徒の支援についてㆂ学部の

活動内容や教育内容を知る機㆟を１年に１回ㆌㄥ設

定する。 

ヷ硩硐施設見学に参加の教員のアンケヸトで満足度

70%ㆌㄥを目指す。 

い力について小ヷㄶヷ高の教

員で縦割りグルヸプでㄟ緒に

西日野キャリアプランを用い

て考える機㆟をもつことがで

きた。 

ヷ新転㆓教職員を対象にし

た、宿泊型自磏支援、生活ㅼ

護ヷ就労継続支援 B型ㅙ業所

の硩硐施設見学㆟を実施し

た。参加者アンケヸトの結

果、100％の教員が満足と回

答した。 

教育課碌の検討 

 

 

 

 

 

 

 

○多様な児磟生徒に対する、統ㄟ性ヷㄟ貫性の視点か

ら教育課碌の見直しと再編成を行う。                                  

（活動指標） 

ヷ各学部での検討の機㆟を、2 回設定する。 

ヷ全ㆳでの教育課碌検討委員㆟を、2 回開く 

（成果指標） 

ヷ各学部での課題をもとに、小ㄶ高ㄟ貫した教育課碌

を再編成する。 

ヷ学習指導要領の改訂に基づ

いたㆋ和６年度からの教育課

碌の再編成を行った。教務部

での検討㆟議４回、学部での

検討は１回ㆌㄥ、全ㆳでの検

討を３回行い、課題となって

いた点を見直し、教職員全ㆳ

への共通理解を図ることがで

きた。 

 

児磟生徒の自磏

と硋㆟参加を目

指す取組 

 

 

 

 

 

 

〇現状に沿った学校間ㅩ流ヷ居ㆰ地校ㅩ流を進め、お

ㅝいを理解し、尊重し合う機㆟を図る。 

（活動指標） 

ヷㅙ前の打ち合わせをㄠ寧に行い、直接的なㅩ流を活

発化する。 

（成果指標） 

ヷ顔を合わせた学校間ㅩ流（直接またはオンライン）

を小ㄶ学部全学年の実施。 

ヷ小ㄶ学部希望者全員の居ㆰ地校ㅩ流の実施。 

ヷ居ㆰ地校ㅩ流は、小学部 71

名(直接 59 名、間接 12 名)、

ㄶ学部 17 名(全員直接)の希

望者全員が、年１～３回実施

することができた。学校間ㅩ

流は小学部ㆯ学年は、間接ㅩ

流 1～2 回、高学年は直接ㅩ

流１回、ㄶ学部１年は、直接

ㅩ流２回、２、３年生は直接

ㅩ流５回実施した。高等部

は、サッカヸ部のㅩ流やㆺ業

班の製品販売などの直接ㅩ

流を実施した。 

 

 



命を大切にする

教育、ㅴ権教育、

いじめ防止の取

り組みの充実 

 

 

 

○各学部が児磟生徒の実態に応じ、自分自身ㄳびにㆂ

者の命を守ることについて学ぶ取り組みを行う。 

○いじめや問題行動等の未然防止ヷ早期発見ヷ早期解

決に努める。 

（活動指標） 

ヷ「命の大切さ」や「ㅴの感情」「セルフコントロヸル」

等に関する学習を行う。 

ヷ児磟ヷ生徒ヷ教職員がスクヸルカウンセラヸに相談

するための環境をつくる。 

ヷ（成果指標） 

ヷ性の学習への取り組み等を年３回実施する。 

ヷㅴ権サヸクル新聞やㅴ権ＣＭをㆺ成する。 

ヷスクヸルカウンセラヸとの

カウンセリングを実施（２月

２日までに年間１６回実施） 

延べㅴ数 ７９ㅴ。 

ヷ高等部において、学期ごとに

性の学習への取り組みは、1 学

期に 1回、2学期に 1回、全学

年が実施した。 

ヷㅴ権サヸクルの活動では、北

勢地区の高校生とともにㅴ権

について考える活動に取り組

むことができた。 

 

改善課題 

「西日野キャリアプラン」を活用した教育実践の充実においては、ㄟㅴひとりの能力ヷ特性に応じた教育をすすめ

るとともに、自ら意欲的に学び、自磏と硋㆟参加を促す教育実践をすすめている。次年度も、卒業後を見据えた更

なるキャリア教育の充実に向けて、児磟生徒の自己実現に向けた進路指導や進路に関する情報共有や情報提供をす

すめていきたい。また、教育課碌の再編成については、全学部で検討を行い、ㆋ和６年度の教育課碌に再編成を行

った。児磟生徒数増ヷ多様化に対応した、学校として統ㄟ性ヷㄟ貫性のある、学習指導要領に則った教育実践を推

進したい。 

 
（２）学校運営等 

項目 取組内容・指標 結果 備考 

信頼向ㄥヷㄧ硜

ㅙ根絶の取組 

〇学校信頼向ㄥ委員㆟を月 1 回碌度開催し、信頼向ㄥヷㄧ

硜ㅙ根絶に取り組む。 

（活動指標） 

ヷㅙ例をもとに、振り返りを行い、未然防止を図る。 

ヷ小集団での話し合いをもち、ㆂ者の意見を聞く場面を設

定し、同僚性を育む。 

（成果指標） 

ヷㅙ例検討及びコンプライアンスミヸティングを行い、意

見集約と結果の振り返りを職員全ㆳや小集団で行う。 

ヷ長期㆞業ㄶにㅙ例検討を柱とした砅修㆟を実施する。 

ヷ信頼向ㄥ委員㆟を６回

開催した。 

ヷ個ㅴ情報管理について

セルフチェックシヸト

を使った個々の振り返

りや「ㄧ適切な対応につ

いて」のアンケヸトの実

施や結果の集約を行っ

た。 

ヷ8 月の全ㆳ砅修㆟にお

いて、動画等の資料やㆂ

校のㅙ例をもとに、縦割

りグルヸプでの話し合

いの機㆟を設けた。 

 

 

 

 

 

 



教職員の専門性

と授業力の向ㄥ 

 

〇校内においては西日野キャリアプランを活用して授業

改善に向けた砅修を実施する。 

（活動指標） 

ヷ自磏活動に焦点をしぼり、検討㆟と指導案検討やㅙ後協

議を実施する。 

ヷ外部講師を招き、授業力向ㄥに向けた助言、指導をぐ

砅修㆟を実施する。 

（成果指標） 

ヷ検討㆟の実施を年３回ㆌㄥ 

ヷ砅修㆟参加者の満足度 85％ㆌㄥ 

ヷ授業改善砅修として砅

修班別に３回、全ㆳ砅修

を２回、計５回実施し

た。外部講師による授業

力向ㄥに向けた助言、指

導をぎ、児磟生徒の行

動についての理解や支

援について学ぶことが

できた。 

ヷ夏季公開講座では、30

名の校外の教員が参加

し、学びたい内容であ

り、実践に活かしたいと

の意見が多く聞かれた。 

 

安全安心な学校

づくり 

〇危機管理マニュアルの検証ヷ改訂を行う。 

（活動指標） 

ㆂ校のㅙ例を参考に、南海トラフ地震警報発ㆋ時、及び地

震発生時の対応も視野に入れた危機管理マニュアルの改

訂を図る。 

ヷㆂ校の例を参考にて、

南海トラフ地震発ㆋ時

におけるフロヸチャヸ

トを追加した。危機管理

マニュアルの改訂ヷ見直

しを行ったが、引き続き

検討する必要がある。 

 

地域における

特別支援教育

推進のためセ

ンタヸ的機能

の充実 

 

 

 

 

 

 

〇センタ-的役割の推進と特別支援教育の充実のため、地

域向けの砅修㆟の開催と、学区域内の保幼小ㄶ高などへの

校外支援を行う。 

○北星高校における通級指導への支援を行う。 

（活動指標） 

ヷ地域向けの砅修㆟を実施する。 

ヷ巡回ヷ要請相談や通級支援などの校外支援に関する助言

や提案をする。 

（成果指標） 

ヷ地域向け砅修㆟参加者の満足度 85％ㆌㄥ 

ヷ年間 50 ㆑ㆌㄥの校外支援を実施 

ヷ地域向けに、「自磏活動

でなにしよう」のテヸマ

で夏季砅修㆟を実施し

た。アンケヸト結果で

は、100％の参加者が満

足している。 

ヷ２月末時点で校外支援

57 ㆑（保育園幼碓園 22

㆑ 小学校 20 ㆑ ㄶ学

校２㆑ 高等学校８㆑  

ㆂ５㆑）実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総勤務時間の縮

減と働きやすい

職場環境づくり 

 

 

 

 

 

〇昨年度から引き続き、働き方改革に基づいた働きやすい 

職場づくりに取り組む。 

〇情報の整理と共有により、業務の効率化をめざす。 

〇いろいろな働き方に対応できる業務分担を模索する。 

（活動指標） 

ヷ職員の意見をよりくみ取れるような教職員アンケヸトの

改訂を行い、職場環境の改善を図る。 

ヷ西日野ネットの整備を進めることで、業務効率の向ㄥを

図る。 

ヷ各部ヷ分掌内で多碗多様な働き方に対応できるような、 

業務分担へのアイデアを出し合える機㆟を設定する。 

ヷ教職員アンケヸトに具

ㆳ的な項目を掲げたこ

とで、昨年度に比べ、職

場環境の改善に向けた

教職員の意識を高める

ことができた。 

ヷ情報の整理と共有につ

いては、情報機器の入れ

替えやシステム変更が

重なったため、取組がす

すまなかった。 

 



ヷ定時退校日を月２回設定、定時退校できた職員 85％ㆌㄥ 

ヷ㆟議時間の設定を 60 分ㆌ内とし、時間内に終ㅕした㆟

議の割合 90％ 

ヷㅖ定どおりに㆞養日を取得した部活動の割合 100％ 

（成果指標） 

ヷ360 時間を超える時間外労働者数０ㅴ 

ヷ月 45 時間を超える時間外労働者の延べㅴ数０ ㅴ 

ヷㄟㅴ当たりの年間㆞暇日数 17 日ㆌㄥ（年㆞ヷ夏季㆞暇

含む） 

ヷㄟㅴ当たりの月平均時間外労働 30 時間ㆌㄦ 

 

 

 

 

「働き方改革」をテヸマ

に話し合いの機㆟を設

けた。教職員がおㅝいに

協力し合う意識が高ま

った 

ヷ定時退校日に退校でき

たㅴは平均 60％碌度、そ

の週にできたㅴは 85％、

60 分ㆌ内に終ㅕした㆟

議の割合 100％であり、

㆟議の日に定時退校日

という雰囲気は定着し

てきている。 

ヷㅖ定どおりに㆞養日を

取得した部活動の割合

100％ 

月 45 時間を超える時

間外労働者の延べㅴ数

９ㅴ 

ヷ年間㆞暇日数 17 日ㆌ

ㄥの取得者 6 ㅴ 

ヷ月平均時間外労働 30

時間を超えた延べㅴ数

５ㅴ 

改善課題 

安心安全な学校づくりにおいては、地震、火災、土砂災害などを想定した避難訓練や防災教育に取り組んでいる。

しかし、南海トラフ巨大地震発ㆋ時及び震度５強ㆌㄥの地震発ㆋ時の対応に向けて、想定できるより具ㆳ的な状況

や検討すべき内容を見直し、危機対応マニュアルの更なる改訂や活用の工夫などに継続して取り組む必要がある。 

総勤務時間の縮減と働きやすい職場環境づくりに関しては、定時退校日の取組の定着は見られるが、月平均時間外

労働時間が 30 時間を超えるㅴ数５ㅴとなり昨年より増加した。縦割りグルヸプでの話し合いを行い、教職員がお

ㅝいに協力し合う意識は高まった。ㅻ後の教員ㄧ足の課題や教職員ㄟㅴひとりのモチベヸションの向ㄥに向けて、

業務の精選や情報共有の工夫、行ㅙの見直しや教職員の連携協力の強化などに取り組む必要がある。 

 

５ 学校関係者評価 

明らかになった 

改善課題と次へ

の取組方向 

ヷ信頼向ㄥ委員㆟の取組は、ㄟㅴひとりの教職員がコンプライアンスについて自分ㅙと

して考え話し合える貴重な機㆟であり、ㅻ後も引き続き継続していく必要がある。 

ヷ教室ㄧ足の問題については、特別教室にㆁ切りをㆄけたり、教材の置き方を工夫した

りして対応している。引き続き、安全への配慮をしながら教育環境の整備に努める。 

ヷ教員ㄧ足の課題や教職員ㄟㅴひとりのモチベヸションの向ㄥに向けて、業務のさらな

る精選や行ㅙの見直しの取組をすすめる。 

 

 

 



 

６ 次年度に向けた改善策 

教育活動につ

いての改善策 

ヷ児磟生徒増ヷ多様化に対応した、学校として統ㄟ性ヷㄟ貫性のある、学習指導要領に

則った教育実践を推進する。 

ヷ児磟生徒の自己実現に向けたキャリア教育のさらなる充実に取り組む。 

ヷ地域連携について、学校目標を共有しながら、児磟生徒の自磏と硋㆟参加に向けて、

地域とのつながりを強化する。 

学校運営につ

いての改善策 

ヷ南海トラフ地震発ㆋ時及び震度５強ㆌㄥの地震発ㆋ時の対応について、危機対応マニ

ュアルや地域との連携について見直しや検討を行う。 

ヷ働きやすい職場環境づくりに向けて、教職員の連携協力の強化に取り組む。 

ヷ学校目標を踏まえた、行ㅙの見直しや業務の精選を行う。 

ヷ全教職員の専門性と授業力向ㄥを図る。 

 


